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PCNA タンパク質、functional 

10-151  20μg,      10-152  100μg  
    

PCNA (Proliferating Cell Nuclear Antigen) は、DNAポリメラーゼデルタのコファクターとして機能

し、リーディング鎖DNA複製に関与するホモ三量体タンパク質(261 アミノ酸; 29 kDa)である。PCNAは、

もともと細胞周期のDNA合成期の細胞の核で発現する抗原として同定された。結晶構造データからPCNA

ホモ 3 量体リングが DNA 二重らせんに沿って囲み、滑ることができると示唆された。DNA 複製、DNA

修復および細胞周期制御に関与する多数のタンパク質はDNAに直接結合するよりむしろ PCNAと結合す

ることに依って、DNAのプロセッシングの諸過程を促進している。PCNAはDNA合成期の有用なマーカ

ーまたある種の癌のマーカーでもある。、ほとんどの種で高度に保全されている。本 PCNA はタグのない

組換え型フルサイズタンパク質として E. coliで多量発現させ、高度に精製した。 

用途：  

1. DNA複製、組換えおよび修復に関する機能的研究 (参考文献 2, 3, 5, 6, 7, 8, 9, 10) 。 

2. PCNAをコンジュゲートしたカラムを用いて、PCNAと相互作用しているタンパク質を同定できる (参

考文献 1, 5) 。 

3. ユビキチン化のターゲット(参考文献 4, 9, 10)。  

4. SDSページ（図１）, 5.ウエスタンブロット（図２）, 6.ドットブロット, 7. ELISA等のマーカー及び

スタンダード。 

他の用途はテストしてない。  
                   

溶液組成: PCNA 1.0 mg/ml in 25 mM HEPES (pH7.9), 1 mM EDTA, 0.01% NP40, 1 mM DTT、 2 ug/ml 

leupeptin, 0.1 mM PMSF, 75 mM NaCl、50% glycerol.  

保存：4℃ 又は-20℃で送付。長期保存には小分けして-80℃。 

純度: SDS-PAGEにより 98%以上の純度。  

データリンク: Swiss-Prot P12004 (human), P04961 (rat), P17918 (mouse), Q9PTP1 (Zebrafish).  
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図１．精製した PCNA タン

パク質のSDS-ポリアクリル

アミドゲル電気泳動 

図２．PCNA タンパク質のウエスタンブロット. レーン１，精

製 PCNA (5 ng). レーン２，精製 PCNA (1 ng). レーン３，精

製 PCNA (0.5 ng). レーン４，HeLa 細胞抽出液(10 μg). 5, 

HeLa細胞抽出液(2 μg). 抗 PCNA抗体はバイオアカデミア 

＃70-080を使用 

関連製品 バイオアカデミア #70-080 抗 PCNA 抗体、ウサギ抗血清、WB, Dot, IP, IF, ELISA 
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